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106

 浦底断層の最新活動時の変位センスを把握するため，薄片試料観察を行った。
 トレンチから採取した薄片試料観察の結果，最新活動面からは左ずれを伴う逆断層センスが判読される。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，逆断層センスを示す。

薄片の作成方向は最新活動面に直交方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 16

浦底断層（最新活動面） ： 1

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜：N27°W69°E

• 平均レイク角：28°南傾斜

活動性評価（Bトレンチ 薄片試料観察）（1/2）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

R1面

P面

凡 例

5.2.1 浦底断層 　 第536回審査会合
　　　資料2 修正前
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106

 浦底断層の最新活動時の変位センスを把握するため，薄片試料観察を行った。
 Bトレンチから採取した薄片試料観察の結果，最新活動面からは左ずれを伴う逆断層センスが判読される。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，逆断層センスを示す。

薄片の作成方向は最新活動面に直交方向

かつ傾斜方向に平行方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 16

浦底断層（最新活動面） ： 1

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜：N27°W69°E

• 平均レイク角：28°南傾斜

活動性評価（Bトレンチ 薄片試料観察）（1/2）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

R1面

P面

凡 例

5.2.1 浦底断層 　　第536回審査会合
　　　 資料2 修正後

5



107

 浦底断層の最新活動時の変位センスを把握するため，薄片試料観察を行った。
 Bトレンチから採取した薄片試料観察の結果によれば，最新活動面の変位センスは左ずれを伴う逆断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，左ずれセンスを示す。

薄片の作成方向は最新活動面に直交方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 16

浦底断層（最新活動面） ： 1

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜：N27°W69°E

• 平均レイク角：28°南傾斜

活動性評価（Bトレンチ 薄片試料観察）（2/2）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

R1面

P面

凡 例

5.2.1 浦底断層
　 第536回審査会合
　　　資料2 修正前
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107

 浦底断層の最新活動時の変位センスを把握するため，薄片試料観察を行った。
 Bトレンチから採取した薄片試料観察の結果によれば，最新活動面の変位センスは左ずれを伴う逆断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，左ずれセンスを示す。

薄片の作成方向は最新活動面に直交方向

かつ走向方向に平行方向

X：走向方向（北向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 16

浦底断層（最新活動面） ： 1

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜：N27°W69°E

• 平均レイク角：28°南傾斜

活動性評価（Bトレンチ 薄片試料観察）（2/2）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

R1面

P面

凡 例

5.2.1 浦底断層 　　第536回審査会合
　　　 資料2 修正後
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179

底盤測定データ数： 5

底盤におけるK断層（最新活動面） ： １

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜（底盤）：N66°W76°S

• 平均レイク角（底盤）：70°西傾斜

【全景】
・断層ガウジ：不明
【拡大】
・粒子の配列，色調の縞及び粘土鉱物の配列からなるP面が認めら
れるとともに引きずり 構造から逆断層センスが判読される。

１－１ピットで採取した薄片試料の観察結果によれば，最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

ブロックサンプル画像

←S N→

最新活動面

10 cm0

連続性評価（Ｋ断層 １－１ピット 薄片試料観察）

ブロックサンプル X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

5.2.2.2 （2）Ｋ断層

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

　 第536回審査会合
　　　資料2 修正前
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179

底盤測定データ数： 5

底盤におけるK断層（最新活動面） ： １

条線測定時に得られた走向傾斜の平均値

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 平均走向・傾斜（底盤）：N66°W76°S

• 平均レイク角（底盤）：70°西傾斜

【全景】
・断層ガウジ：不明
【拡大】
・粒子の配列，色調の縞及び粘土鉱物の配列からなるP面が認めら
れるとともに引きずり 構造から逆断層センスが判読される。

１－１ピットで採取した薄片試料の観察結果によれば，最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

ブロックサンプル画像

←S N→

最新活動面

10 cm0

連続性評価（Ｋ断層 １－１ピット 薄片試料観察）

ブロックサンプル X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

5.2.2.2 （2）Ｋ断層

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

第536回審査会合
　資料2 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋付近）（H24-D1-4孔）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N13°W78°W

• レイク角：80°北傾斜

H24-Ｄ1-4のボーリングコア（深度10.90m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

シュミットネット（下半球投影）

参考1-201

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋付近）（H24-D1-4孔）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N13°W78°W

• レイク角：80°北傾斜

H24-Ｄ1-4のボーリングコア（深度10.91m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

シュミットネット（下半球投影）

参考1-201

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H19-No.14孔）（その１）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

条線データなし

H19-Ｎｏ.14のボーリングコア（深度87.05m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

参考1-207

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H19-No.14孔）（その１）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ走向方向に平行方向

X：走向方向（北向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

条線データなし

H19-Ｎｏ.14のボーリングコア（深度87.05m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

X

参考1-207

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H19-No.14孔）（その２）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

条線データなし

H19-Ｎｏ.14のボーリングコア（深度87.05m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

参考1-208

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前

14



2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H19-No.14孔）（その２）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ傾斜方向に平行方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

条線データなし

H19-Ｎｏ.14のボーリングコア（深度87.03m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

参考1-208

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H20-No.②-1孔）（その１）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

走向・傾斜及び条線データなし

H20-Ｎｏ.②-1のボーリングコア（深度50.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

参考1-209

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H20-No.②-1孔）（その１）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ走向方向に平行方向

X：走向方向（北向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

走向・傾斜及び条線データなし

H20-Ｎｏ.②-1のボーリングコア（深度50.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

※H20-No.②-1はボアホールカメラ未実施のため、

走向・傾斜を仮定している

（仮定）

参考1-209

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H20-No.②-1孔）（その２）

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

走向・傾斜及び条線データなし

H20-Ｎｏ.②-1のボーリングコア（深度50.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

参考1-210

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋南方）（H20-No.②-1孔）（その２）

ブロックサンプル
Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

走向・傾斜及び条線データなし

H20-Ｎｏ.②-1のボーリングコア（深度50.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ傾斜方向に平行方向

※H20-No.②-1はボアホールカメラ未実施のため、

走向・傾斜を仮定している

参考1-210

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後

19



2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-B14-2孔）（その１）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

条線データなし

H24-B14-2のボーリングコア（深度109.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

参考1-223

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-B14-2孔）（その１）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ走向方向に平行方向

条線データなし

H24-B14-2のボーリングコア（深度109.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

X：走向方向（北向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

水平断面：最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

参考1-223

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-B14-2孔）（その２）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

条線データなし

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

H24-B14-2のボーリングコア（深度109.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

参考1-224

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-B14-2孔）（その２）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ傾斜方向に平行方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

条線データなし

鉛直断面：最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

H24-B14-2のボーリングコア（深度109.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

参考1-224

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-D1-1孔）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N9°E88°W

• レイク角：80°北傾斜

H24-Ｄ1-1のボーリングコア（深度60.11m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

参考1-225

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H24-D1-1孔）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N9°E88°W

• レイク角：80°北傾斜

H24-Ｄ1-1のボーリングコア（深度60.12m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

シュミットネット（下半球投影）

参考1-225

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H27-B-1孔）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N26°E80°W

• レイク角：80°南傾斜

H27-B-1のボーリングコア（深度59.84m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

参考1-226

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （1）Ｄ－１破砕帯

薄片試料観察（２号炉原子炉建屋とＤ－１トレンチの間）（H27-B-1孔）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N26°E80°W

• レイク角：80°南傾斜

H27-B-1のボーリングコア（深度59.85m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

シュミットネット（下半球投影）

参考1-226

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（２－１ピット）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（ｚ上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N1°W69°W

• レイク角：78°南傾斜

シュミットネット（下半球投影）

2-1ピットから採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

参考1-280

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（２－１ピット）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

• 走向・傾斜：N1°W69°W

• レイク角：78°南傾斜

シュミットネット（下半球投影）

2-1ピットから採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，逆断層成分が卓越する。

参考1-280

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-1 深度59.16m）

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

H24-D1-1のボーリングコア（深度59.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，鉛直方向では正断層成分が卓越する。

条線データなし

参考1-292

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-1 深度59.16m）

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ傾斜方向に平行方向

Y：傾斜方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

H24-D1-1のボーリングコア（深度59.16m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，鉛直方向では正断層成分が卓越する。

条線データなし

YY

Y

参考1-292

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-1 深度99.70m）

H24-D1-1のボーリングコア（深度99.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

条線データなし

参考1-297

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前

32



2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-1 深度99.70m）

H24-D1-1のボーリングコア（深度99.70m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

走向・傾斜データなし

参考1-297

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H27-B-2 深度31.29m）
H24-B-2のボーリングコア（深度31.29m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N7°E78°W

• レイク角：80°北傾斜

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）
ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-298

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H27-B-2 深度31.29m）
H27-B-2のボーリングコア（深度31.29m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N7°E78°W

• レイク角：80°北傾斜

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）
ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-298

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H27-B-2 深度88.92m）

H27-B-2のボーリングコア（深度88.92m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N35°E72°W

• レイク角：25°北傾斜

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-302

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H27-B-2 深度88.94m）

H27-B-2のボーリングコア（深度88.94m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれを伴う正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N35°E72°W

• レイク角：25°北傾斜

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

ブロックサンプル

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-302

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後

37



2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-B14-2 深度28.50m）

H27-B14-2のボーリングコア（深度28.50m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，左ずれを伴う正断層成分が卓越する。

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N35°E77°NW

• レイク角：50°南傾斜

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-308

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-B14-2 深度28.50m）

H24-B14-2のボーリングコア（深度28.50m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，左ずれを伴う正断層成分が卓越する。

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N35°E77°NW

• レイク角：50°南傾斜

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-308

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-B14-2 深度49.26m）

H27-B14-2のボーリングコア（深度49.26m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N44°E80°E

• レイク角：75°南傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-309

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-B14-2 深度49.26m）

H24-B14-2のボーリングコア（深度49.26m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，正断層成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N44°E80°E

• レイク角：75°南傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-309

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-2 深度31.46m）

H27-D1-2のボーリングコア（深度31.46m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ層成分が卓越する。

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N3°W63°W

• レイク角：5°北傾斜

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-310

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-2 深度31.46m）

H24-D1-2のボーリングコア（深度31.46m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ層成分が卓越する。

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N3°W63°W

• レイク角：5°北傾斜

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-310

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-3 深度14.06m）

H27-D1-3のボーリングコア（深度14.06m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，左ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N26°E77°W

• レイク角：15°北傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-311

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-3 深度14.06m）

H24-D1-3のボーリングコア（深度14.06m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，左ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N26°E77°W

• レイク角：15°北傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-311

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-3 深度14.47m）

H27-D1-3のボーリングコア（深度14.47m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N31°E66°NW

• レイク角：20°北傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-312

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-3 深度14.47m）

H24-D1-3のボーリングコア（深度14.47m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N31°E66°NW

• レイク角：20°北傾斜

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-312

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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2.2 （2）K断層

H27-D1-3のボーリングコア（深度52.13m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N7°E70°W

• レイク角：0°

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

薄片試料観察（H24-D1-3 深度52.13m）

参考1-313

　 第536回審査会合
机上配付資料1 修正前
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2.2 （2）K断層

薄片試料観察（H24-D1-3 深度52.13m）

H24-D1-3のボーリングコア（深度52.13m）から採取した薄片試料の観察結果によれば最新活動面の変位センスは，右ずれ成分が卓越する。

総データ数： 1

最新活動面 ： 1

最新活動面の条線観察結果

シュミットネット（下半球投影）

• 走向・傾斜：N7°E70°W

• レイク角：0°

ブロックサンプル

薄片の作成方向は最新活動面に

直交方向かつ条線方向に平行方向

X：条線方向（下向きを正とする）

Z：断層面の法線方向（上盤側を正とする）

断層ガウジ

カタクレーサイト

凡例

R1面

P面

参考1-313

　  第536回審査会合
 机上配付資料1 修正後
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